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　７－１　施工を始める前に

１）事前現場調査の重要性

　 外壁工事を手際よくスムーズに進め、不具合の発生を防ぐためには事前の現場調査は大変重要です。

　 また、住宅品質確保法などによる迅速な紛争処理のための瑕疵責任の考え方として、前工事の欠陥を

　 見過ごした場合は、後工事の請負業者に責任があるという判断を示された例があります。

　①事前調査の目的

　●モエンや資材のロスを低減させる。

　●作業員の作業能率を十分に引き出すように段取りする。

　●指定部材や必要な関連部材、関連作業を確認し作業手順を整える。

　●標準施工マニュアルで細部の納まりを確認する。

　●資材仮置き場や現場加工スペースを確保する。

　●躯体の状況と前工事の仕上がり状況を確認し、不備があれば指摘する。補修部分の修正が完了する

　　 まで工事の開始を調整する。

　以上のように事前調査は大変重要で責任を問われる事項もあります。また、工事の利益を左右する大切な

　要素を含んでいます。

　②事前チェックリストなどの活用

　　 「事前チェックリスト（例）」（Ｐ２６０）などの書類を活用することによって、比較的手際よく事前調査を行う

　　 ことができますので、参考にしてください。

　　 実際の工事現場は前工事の施工中であったり資材の出し入れがあったりと、落ち着いてチェックしにくい

　　 場合が多いです。そのため、このようなチェックリストを用意しておくことで、確認もれを防止し、必要な

　　 事前準備を確実に行うことができます。

２）躯体の状況確認

　 ●土台・柱・間柱・梁などは、不陸がないか確認してください。また、緊結金物類について、特にボルトなど

　　　は躯体から飛び出していないか確認してください。

７　参考資料

座堀 

土台 
基礎

柱
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　７－１　施工を始める前に

１）事前現場調査の重要性

　 外壁工事を手際よくスムーズに進め、不具合の発生を防ぐためには事前の現場調査は大変重要です。

　 また、住宅品質確保法などによる迅速な紛争処理のための瑕疵責任の考え方として、前工事の欠陥を

　 見過ごした場合は、後工事の請負業者に責任があるという判断を示された例があります。

　①事前調査の目的

　●モエンや資材のロスを低減させる。

　●作業員の作業能率を十分に引き出すように段取りする。

　●指定部材や必要な関連部材、関連作業を確認し作業手順を整える。

　●標準施工マニュアルで細部の納まりを確認する。

　●資材仮置き場や現場加工スペースを確保する。

　●躯体の状況と前工事の仕上がり状況を確認し、不備があれば指摘する。補修部分の修正が完了する

　　 まで工事の開始を調整する。

　以上のように事前調査は大変重要で責任を問われる事項もあります。また、工事の利益を左右する大切な

　要素を含んでいます。

　②事前チェックリストなどの活用

　　 「事前チェックリスト（例）」（Ｐ２６０）などの書類を活用することによって、比較的手際よく事前調査を行う

　　 ことができますので、参考にしてください。

　　 実際の工事現場は前工事の施工中であったり資材の出し入れがあったりと、落ち着いてチェックしにくい

　　 場合が多いです。そのため、このようなチェックリストを用意しておくことで、確認もれを防止し、必要な

　　 事前準備を確実に行うことができます。

２）躯体の状況確認

　 ●土台・柱・間柱・梁などは、不陸がないか確認してください。また、緊結金物類について、特にボルトなど

　　　は躯体から飛び出していないか確認してください。

７　参考資料
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　７－１　施工を始める前に

●プレート類の緊結金物は厚みがあるため、その上から胴縁を取り付けることができません。

　 必ず避けて胴縁下地組みを行ってください。また、割り付けを事前に確認し、極力モエン本体どうしの

　 左右接合部（主にシーリング目地）を設けないようにしてください。万一、モエン本体どうしの左右接合部

　 とプレート類（※）が干渉する場合は、スペーサーなどで調整してください。

　 ※プレート類：山形プレート・筋かいプレート・ＣＰＴ金物・帯鉄金物（枠組壁工法）など

７　参考資料

防水紙

縦胴縁
（プレート類を避ける）

山形プレートなど

縦胴縁

7.5㎜厚調整材（現場調達品）
（出隅部）

●１２０㎜角の柱と１０５㎜角の柱、間柱が混在する芯あわせの場合は、１０５㎜角柱に７．５㎜厚程度の調整

　 材（現場調達品）を入れて、胴縁下地組みの調整を行ってください。

　上図以外の内寸あわせや通気留付金具による施工の場合、出隅部で通気層の厚みが異なりますので、

　施工方法については最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。
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　７－１　施工を始める前に

３）モエン　事前チェックリスト
　

７　参考資料

Ｎｏ．　　　　　　　　　　
　

工事名　

現場住所　

躯体の構造　

施工面積　

確認日　

元請会社　

外壁施工店　

工事責任者　

木造（軸組工法、枠組壁工法）・鉄骨造・その他　

延床面積　　　　　㎡、外壁施工面積　　　　　㎡

年　　　月　　　日/記入者　　　　　　　　　　

　　　　　　　ｔｅｌ

　　　　/現場担当者

　　　　　　　ｔｅｌ

チェック項目　 チェック内容　 チェック欄

　工事車輌駐車場確保　

　指定材料の納品

　（現場納入の確認）

　工事車輌をとめておくスペースはあるか　

　防水紙 　数量　　　　　　　　　　

　胴縁材（４５幅）　材種

　胴縁材（９０幅）　材種

　モエン（Ａ柄）

　モエン（Ｂ柄）

　同質部材

　留付金具

　ハットジョイナー類

　その他の付属部材

　シーリング

　補修液

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　施工箇所の確認　 　横張りか縦張りか、部分張りの位置などを確認したか

　標準施工資料の確認　 　標準施工マニュアル類は現場に配備してあるか

　資材仮置き場の確認　 　資材の仮置き場が確保できるか

　現場加工場の確認　
　加工スペースが確保できるか

　

　躯体の状況　

　外壁下地となる場所に不陸はないか

　防水紙の施工

　（大工工事の場合も含む）　

　指定の防水紙を使用しているか

　防水テープの確認

　（大工工事の場合も含む）　

　開口部周囲には両面防水テープを貼っているか

　バルコニー笠木入隅部に防水措置を取っているか

　外壁下地の一部に不陸があり胴縁組みで調整が必要か

　外壁下地の一部に不陸があり補修が必要か

　積雪の高さまでの補助胴縁の追加下地（間柱など）はあるか

　入隅部の胴縁を留め付ける追加下地（間柱など）はあるか

　防水紙は横張りになっているか

　土台水切・中間水切との取り合いは正しいか

　上下の重なりは９０㎜以上か

　左右の重なりは面材なしの場合：柱・間柱間、面材ありの場合：１５０㎜以上か

　入隅部は重ね張りになっているか

　バルコニー笠木部分は重ね張りになっているか

　防水紙のやぶれやたるみはないか

　サッシは外付け型、半外付け型または、防水上適切に施工された内付サッシ
　を使用しているか

　配管・換気口まわりに防水措置を取っているか

　数量　　　　　　　　　　

※この例のような事前チェックリストを用意して、現場確認の際にご活用ください。

事前チェックリスト（例）
　



261

参
考
資
料

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

外
張
り

断
熱
工
法

ア
ウ
テ
ィ

軒
天

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

　７－１　施工を始める前に

３）モエン　事前チェックリスト
　

７　参考資料

Ｎｏ．　　　　　　　　　　
　

工事名　

現場住所　

躯体の構造　

施工面積　

確認日　

元請会社　

外壁施工店　

工事責任者　

木造（軸組工法、枠組壁工法）・鉄骨造・その他　

延床面積　　　　　㎡、外壁施工面積　　　　　㎡

年　　　月　　　日/記入者　　　　　　　　　　

　　　　　　　ｔｅｌ

　　　　/現場担当者

　　　　　　　ｔｅｌ

チェック項目　 チェック内容　 チェック欄

　工事車輌駐車場確保　

　指定材料の納品

　（現場納入の確認）

　工事車輌をとめておくスペースはあるか　

　防水紙 　数量　　　　　　　　　　

　胴縁材（４５幅）　材種

　胴縁材（９０幅）　材種

　モエン（Ａ柄）

　モエン（Ｂ柄）

　同質部材

　留付金具

　ハットジョイナー類

　その他の付属部材

　シーリング

　補修液

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　数量　　　　　　　　　　

　施工箇所の確認　 　横張りか縦張りか、部分張りの位置などを確認したか

　標準施工資料の確認　 　標準施工マニュアル類は現場に配備してあるか

　資材仮置き場の確認　 　資材の仮置き場が確保できるか

　現場加工場の確認　
　加工スペースが確保できるか

　

　躯体の状況　

　外壁下地となる場所に不陸はないか

　防水紙の施工

　（大工工事の場合も含む）　

　指定の防水紙を使用しているか

　防水テープの確認

　（大工工事の場合も含む）　

　開口部周囲には両面防水テープを貼っているか

　バルコニー笠木入隅部に防水措置を取っているか

　外壁下地の一部に不陸があり胴縁組みで調整が必要か

　外壁下地の一部に不陸があり補修が必要か

　積雪の高さまでの補助胴縁の追加下地（間柱など）はあるか

　入隅部の胴縁を留め付ける追加下地（間柱など）はあるか

　防水紙は横張りになっているか

　土台水切・中間水切との取り合いは正しいか

　上下の重なりは９０㎜以上か

　左右の重なりは面材なしの場合：柱・間柱間、面材ありの場合：１５０㎜以上か

　入隅部は重ね張りになっているか

　バルコニー笠木部分は重ね張りになっているか

　防水紙のやぶれやたるみはないか

　サッシは外付け型、半外付け型または、防水上適切に施工された内付サッシ
　を使用しているか

　配管・換気口まわりに防水措置を取っているか

　数量　　　　　　　　　　

※この例のような事前チェックリストを用意して、現場確認の際にご活用ください。

事前チェックリスト（例）
　

　７－２　工事記録のまとめ方

工事管理を実施する上で重要なポイントは、設計図書や元請会社様からの指示書および外壁材メーカー

や保険法人の標準施工に基づいた施工を行ったという証拠、すなわち工事記録（工事履歴）を作成するこ

とです。さらに、その記録は第三者が客観的に理解できるように記録されている必要があります。

したがって、工事記録を作成する際に、重要なポイントは写真撮影をしておくことです。住宅が完成した時
点で、性能評価書関連の書類とともに各工事の工事記録が揃うことで性能の裏付けとなる施工面の品質

が明確になり、引き渡し後のメンテナンスや中古住宅取引の際にも重要な資料となります。　

７　参考資料

１）工事写真

　 写真には工事名、撮影部位、撮影日、撮影者などを明記した

　 サインボードを入れ、必要に応じてメジャーなどで寸法がわか

　 るように工夫する必要があります。

　 写真撮影で重要なポイントは施工精度の確認とメンテナンス

　 時の納まりのチェックです。撮影箇所は元請会社様のご指示に

　 従うほか、以下の例を参考にして必要箇所を撮影してください。

　 同じ様な納まりが数ヶ所ある場合には代表例を撮影し、他は

　 同じ納まりであることを明記して、記録書に元請会社様のご

　 確認印をいただくことが大切です。

○○邸外壁工事

サインボード（例）

 撮影箇所

 撮影日　　　/

 撮影者

 備考

２）工事記録のまとめ方

　 工事記録は工事写真の他に「外壁工事記録 兼 保証書発行申請書」などを活用し、まとめることが大切です。

　 この工事記録書に各チェックリストおよび工事記録写真類を添付してください。工事記録書には作成者の

　 捺印のほか、元請会社様が工事の完了を確認したことの証明書を兼ねていますので、必ず確認印をいただ

　 くことが非常に大切です。

３）工事記録書の保管・提出

　 工事記録書は元請会社様に提出するほか、外壁工事店様でも整理して保管してください。

　７－３　無塗装品（シーラー品）の塗装

無塗装品（シーラー品）の塗装は、以下の塗料メーカーを推奨しております。

推奨塗料メーカー

　日本ペイント株式会社　お客様センター 　０３－３７４０－１１２０（東京）　０６－６４５５－９１１３（大阪）

お問い合わせ電話番号

　大日本塗料株式会社　

　エスケー化研株式会社

　スズカファイン株式会社

　菊水化学工業株式会社

　アイカ工業株式会社　問合せセンター

　０２８７－２９－１９１６

　０７２－６２１－７７３３（代）

　０５９－３９７－２１８７（代）

　０５２－３００－２２２２（代）

　０５２－４０９－８３１３

※目地消し仕様の塗装仕上げの場合は、「モエン大壁工法」をご採用ください。

　

工事写真として撮影するポイント（例）

●使用材料、役物、付属部品など

●施工前の施工箇所の状態

●防水紙張りと防水テープ貼りに関する部分

　 開口部まわり／水切役物との取り合い部／出隅／入隅／配管・換気口周囲／バルコニー笠木取り合い部・床防水との

　 取り合い部など

●胴縁下地組みに関する部分

　 胴縁の厚み・幅寸法／接合部・開口部の部分／通気のための開口部まわり・軒天部・下屋根部・オーバーハング部の

　 横胴縁／入隅の追加下地／積雪地の補強胴縁など

●留付金具とその施工中（留め付け方）および釘打ち部分とその施工中（留め付け方）

●あらわしとなる切断小口の防水処理（モエンシーラー・補修液の塗布）

●シーリング目地の充填前とプライマーの塗布作業

●シーリングの充填作業状況、ヘラ押さえ作業状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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７－４　関連法規

 　１）防火・耐火構造とモエンの選定

 　２）国土交通大臣認定番号

 　３）建築地域（防火・準防火・法２２条区域）とモエンの選定

 　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

※標準施工を遵守していただくにあたり、防火構造や準耐火構造等の認定

　 条件に合致した施工が必要となります。あわせて、建物の用途や地域、

   行政によっては様々な基準や規定が定められていますので、本ページの

   内容をご参照の上、ご対応をお願いいたします。
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７－４　関連法規

 　１）防火・耐火構造とモエンの選定

 　２）国土交通大臣認定番号

 　３）建築地域（防火・準防火・法２２条区域）とモエンの選定

 　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

※標準施工を遵守していただくにあたり、防火構造や準耐火構造等の認定

　 条件に合致した施工が必要となります。あわせて、建物の用途や地域、

   行政によっては様々な基準や規定が定められていますので、本ページの

   内容をご参照の上、ご対応をお願いいたします。

　１）防火・耐火構造とモエンの選定

７　参考資料(関連法規)

　

防・耐火性能上の建築物の種類

耐火建築物

モエン使用可否

△耐火構造(１時間)〔延焼のおそれのある部分〕

外壁に要求される耐火構造など

耐火構造(３０分)

○ ※７

その他（▼）
（耐火建築物・

　準耐火建築物以外）

防火構造：木造・不燃下地(３０分)〔延焼のおそれのある部分〕

準耐火建築物

（▼）

　木造建築物等

　（木造・一部に木材を使用する

　　鉄骨造など）

木造３階建

共同住宅等

イ準耐

ロ準耐

１号（外壁耐火）

２号（不燃構造）

準耐火構造(１時間)〔延焼のおそれのある部分〕

準耐火構造(３０分)

準耐火構造(４５分)〔延焼のおそれのある部分〕

準耐火構造(３０分)

耐火構造(１時間)〔延焼のおそれのある部分〕

耐火構造(３０分)

防火構造：不燃下地(３０分)〔延焼のおそれのある部分〕

準不燃材料

準防火性能(２０分)〔延焼のおそれのある部分〕

△

※７

※７

※７

※９

※９

※６

※５

※４

※３

※２

※１

※１’

△ ※８

△ ※８

※１　センチュリー・モエン外壁耐火構造（※1’を含む）、プラスター・モエン外壁耐火構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールＣは対応可。

※２　主要構造部を準耐火構造とした準耐火建築物。

※３　外壁を耐火構造（内部火災によっても外壁が倒壊しない、自立する構造）とした準耐火建築物。

※４　主要構造部を不燃構造（柱・はりが不燃材料で、壁の延焼のおそれのある部分は不燃下地の防火構造、それ以外の部分の仕上げ、

　　　 下地が準不燃材料以上で造られたもの）としたもので、木材を下地の一部に使用していない鉄骨造などの準耐火建築物。

※５　「木造建築物等」とあるのは、主要構造部のうち自重若しくは積載荷重または積雪を支える部分が木材、プラスチックその他の可燃

　　　 材料を用いた建築物で、木造・鉄骨造などの建物で外壁（胴縁を含む）の一部、もしくは全体に木材を使用した建築物。

　　　 注：木胴縁などの木材を鉄骨造で使用する建築物の場合、「木造建築物等」に該当する建築物かどうかの取り扱いについては

　　　　　  各特定行政庁で異なる場合がありますので確認してください。

※６　不燃構造の不燃下地は外壁の下地組みを鉄骨などの材料で構成し、木材等を使用していないと示したものです。

※７　モエンの使用可否は、カタログの各商品ページ耐火等級マークなどをご参照ください。

※８　センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスター・モエン外壁耐火構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールＣは鉄骨下地を前提とした個別
　　　 認定となりますが、いずれも非耐力壁仕様での認定です。基本的にロ準耐１号への適用は困難です。

※９　不燃構造には木胴縁が使用できませんので、不燃下地ではCOOL、エクセラード、またはモエンＳを使用してください。（モエン-Ｍ・
　　　 モエンＷは、不燃下地への通気金具施工や直張りができません）

■耐火構造等の区分（▼）

　 耐火構造、準耐火構造は屋内において発生する通常の火災時の性能を有するものとして、また防火構造、

　 準防火構造（土塗り壁同等）は周囲において発生する通常の火災時の性能を有するものとして、外壁仕上

　 げ材、下地、屋内側被履を含む壁体としての火災時の性能を表するものであり、屋内側被履についても告示

　 等で定められた仕様で施工してください。（Ｐ２６９～２７２参照）また、耐火構造、準耐火構造、防火構造には

　 それぞれ防耐火認定番号があります。認定番号はＰ２６５〜２６７または最新の総合カタログをご参照ください。

■防火材料の区分

　 不燃材料、準不燃材料、難燃材料に分けられ、材料自体（基材）の火災時の性能を有するものとしての材料

　 認定番号があります。各認定番号はＰ２６４または最新の総合カタログをご参照ください。

■防火地域の区分（▼）

　 防火地域、準防火地域、指定なしの区分に分けられ、指定なしの地域についても特定行政庁が指定する

 　法２２条区域があります。各区域により建築物の防火に関する制限がありますので確認を行った上、材料を

　 選定してください。

○

○

○

○

○

○

○

▼ 2018年法改正により、特定準耐火構造が規定され耐火構造と同等以上での設計が可能となりました。
▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。
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品　　種 認定番号 建築材料の名称（基材名）

ＱＭ-０６３９
　モエンサイディングＷ（※２）

ＱＭ-０７９６　センチュリー耐火野地板塗装品（※３）

ＱＭ-０４５７ パルプ・けい酸質混入セメント板　「あんしん」

　軒天１２（有孔板除く）

　軒天１４（有孔板除く）、軒天１８

　軒天５（有孔板除く）

ＮＭ-３０１０ パルプ繊維混入セメント板

ＮＭ-３０１１

ＮＭ-８３１５ 化粧スラグせっこう板

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

硬質木片セメント板

　 ■不燃・準不燃材料の認定番号

　モエンエクセラード２１・１８・１６　Fu-ge６０
　モエンエクセラード１６　グランスペック６０
　モエンエクセラード１６　オペリア６０シリーズ
　モエンエクセラード１６　無塗装品

ＱＭ-０６３９（※１）

ＮＭ-２０９８　モエンサイディングＳ 繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板

ＱＭ-０７０７-１
ＮＭ-２３９０（無塗装品フラット）　モエンサイディング-Ｍ パルプ繊維混入セメント板

ＱＭ-０６３９　モエンパネルＥＸ

ＱＭ-０６３９　モエンパネルＷ

　モエンエクセラード１６
　（上記以外）

ＱＭ-０９４４

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板

パルプ繊維混入セメント板

ＮＭ-２０９８ 繊維混入セメントけい酸カルシウム押出成形板
　アウティ
　木目調ＰＮシリーズ・ＧＬシリーズ・
　ＳＬシリーズ・無塗装品

　COOL（１６㎜厚）

ＮＭ-２５０２

※１ 最新の内外装建材総合カタログをご覧いただくか、最寄りの営業所までお問い合わせください。

　２）国土交通大臣認定番号

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

　COOL（１８㎜厚）

ＱＭ-０６３９

木質系繊維混入セメントけい酸カルシウム板

ＱＭ-０９４４ 木繊維混入セメントけい酸カルシウム板

　軒天１２トリスタ ＮＭ-３８９９ 繊維混入スラグせっこう板

７　参考資料（関連法規）

　 ■その他の大臣認定番号

　 ●金属製外壁材「センターサイディング」の防・耐火構造認定番号は、「金属製外壁材・屋根材総合カタログ」

　 　 をご参照ください。

　 ●その他の認定などにつきましては、弊社ホームページをご覧いただくか最寄りの弊社営業所または

　 　 お客さま相談室までお問い合わせください。

※２ 商品名によって材料認定番号が異なります。詳しくは、最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。
※３ センチュリー耐火野地板無塗装品は平成12建設省告示1401号適合品です。

　（※プレミアムを含む）
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防火構造
（木造下地)

ＰＣ０３０ＢＥ-９２０１
窯業系サイディング表張/

せっこうボード裏張/木造外壁
外　　壁

防火構造
（不燃下地)

ＰＣ０３０ＢＥ-９２０２
窯業系サイディング表張/

せっこうボード裏張/鉄骨造外壁

　２）国土交通大臣認定番号

部　　位 防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

準耐火構造
（１時間)

ＱＦ０６０ＢＥ-９２２５（※） 両面窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造外壁

外　　壁
（耐力）

ＱＦ０６０ＢＰ-９０６９（※） 両面窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造間仕切壁

間仕切壁
（耐力）

ＱＦ０６０ＣＮ-９０３１（※） 窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造柱

柱

ＱＦ０６０ＲＳ-９１２１ 窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造軒裏

軒　　裏

準耐火構造
（４５分)

ＱＦ０４５ＢＥ-９２２６ 両面窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造外壁

外　　壁
（耐力）

ＱＦ０４５ＢＰ-９０７０ 両面窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造間仕切壁

間仕切壁
（耐力）

ＱＦ０４５ＣＮ-９０３２ 窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造柱

柱

ＱＦ０４５ＲＳ-９１２２ 窯業系サイディング張/
木造・鉄骨造軒裏

　

　 ■ＮＰＯ法人住宅外装テクニカルセンター取得の防耐火構造認定番号

　　　（認定図書は日本窯業外装材協会（NYG）で取得いただけます）

※COOL、準不燃材料ＱＭ－０６３９の商品に限り（準耐火１時間対応の商品）使用可能。

軒　　裏

　※各種認定をご使用の場合は、該当する認定書（別添を含む）の内容をご確認ください。

　 ■ニチハ取得の防耐火構造認定番号

部　　位 防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

軒　　裏 準耐火構造
（３０分)

ＱＦ０３０ＲＳ-０１５４
両面化粧有機質系繊維混入セメント板表張/

木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０１５５
両面化粧有孔有機質系繊維混入セメント板表張/

木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０１５６ 通気見切り金物・両面化粧有機質系繊維混入セメント板表張/
木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０１５７
換気スリット・両面化粧有機質系繊維混入セメント板表張/

木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０２５０ 両面化粧繊維混入スラグせっこう板張／木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０３４８－１ 通気見切り金物・両面化粧繊維混入スラグせっこう板張／　　
木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０２４０ 通気見切り金物・両面化粧繊維混入スラグせっこう板張／
木製下地軒裏

ＱＦ０３０ＲＳ-０１５６－２ 通気見切り金物・両面化粧有機質系繊維混入セメント板表張/
木製下地軒裏

窯業系サイディング・硬質木片セメント板・
フェノールフォーム板表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
窯業系サイディング・硬質木片セメント板・

フェノールフォーム板表張／軽量鉄骨造外壁

窯業系サイディング・硬質木片セメント板・
フェノールフォーム板・せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
窯業系サイディング・硬質木片セメント板・

フェノールフォーム板・せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２２（１）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２２（３）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２２（２）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２２（４）

部　　位 防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

　  ＜センチュリー・ネオマ外壁防火構造の認定番号＞

外　壁
（非耐力）

防火構造
（不燃下地)

(横張り)
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部　　位 防耐火区分 認定番号

　 ■ニチハ取得の防耐火構造認定番号

    ＜プラスター・モエン外壁防火構造の認定番号＞

構造方法等の名称

外　壁
（非耐力）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９０２（１）
防火構造

（不燃下地)
（横張り） ＰＣ０３０ＮＥ-３９０２（２）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９１６（１）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９１６（２）

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・
強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・

強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

吹付け硬質ウレタンフォーム充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・せっこうボード表張／

軽量鉄骨造外壁

塗材[パーライト混入せっこう系塗材、
水酸化アルミニウム混入モルタル、アクリル樹脂系塗装水酸化
アルミニウム混入モルタル又は水酸化アルミニウム混入セメン

ト塗材]・吹付け硬質ウレタンフォーム充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・せっこうボード表張／

軽量鉄骨造外壁

　２）国土交通大臣認定番号

　

　※各種認定をご使用の場合は、該当する認定書（別添を含む）の内容をご確認ください。

１時間
耐火構造
（横張り）

梁

１時間
耐火構造
合成梁

（横張り）

柱

梁

２時間
耐火構造
合成梁

（横張り）

柱

２時間
耐火構造
合成柱

（横張り）

ＦＰ０６０ＮＥ-０２５１-１（１）

ＦＰ０６０ＢＭ-０５７３

ＦＰ０６０ＣＮ-０８１９

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード重表張／軽量鉄骨下地
　外壁

　人造鉱物繊維断熱材充てん／木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこう
　ボード重表張／軽量鉄骨下地外壁

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール合成被覆／鉄骨はり

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール合成被覆／鋼管柱

※１　プラスター・モエン外壁耐火構造はCOOL・モエンエクセラードの通気金具施工・横張り限定となります。
※２　ニチアス（株）製断熱材「マキベエ」が必要です。

部位
防耐火
区分

認定番号（※１） 構造方法などの名称
充てん
断熱材

外壁
（非耐力）

あり

あり
または
なし

あり
または
なし

なし

ＦＰ１２０ＢＭ-０５９２※２

ＦＰ１２０ＣＮ-０８２８-１（１）※２

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール・無機繊維フェルト合成被覆／鉄骨はり

あり
または
なし

あり

なし
　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード重表張／軽量鉄骨下地
　外壁／無機繊維フェルト／吹付ロックウール合成被覆／鋼管柱

　人造鉱物繊維断熱材充てん／木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこう
　ボード重表張／軽量鉄骨下地外壁／無機繊維フェルト／吹付ロックウール合成被覆／
　鋼管柱

ＦＰ０６０ＮＥ-０２５１-１（３）

ＦＰ１２０ＣＮ-０８２８-１（３）※２

部　　位 防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

　  ＜プラスター・モエン外壁防火構造 吹付け硬質ウレタンフォーム仕様の認定番号＞

外　壁
（非耐力）

防火構造
（不燃下地)
（横張り）

　 センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスター・モエン外壁耐火構造や、その他の耐火構造の内容について

　 は、別冊の「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２３（１）
防火構造

（不燃下地)
（縦張り） ＰＣ０３０ＮＥ-３９２３（２）

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・
強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・

強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

　 ＜プラスター・モエン外壁耐火構造の認定番号＞

１時間
耐火構造
合成柱

（横張り）
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部　　位 防耐火区分 認定番号

　 ■ニチハ取得の防耐火構造認定番号

    ＜プラスター・モエン外壁防火構造の認定番号＞

構造方法等の名称

外　壁
（非耐力）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９０２（１）
防火構造

（不燃下地)
（横張り） ＰＣ０３０ＮＥ-３９０２（２）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９１６（１）

ＰＣ０３０ＮＥ-３９１６（２）

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・
強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・

強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

吹付け硬質ウレタンフォーム充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・せっこうボード表張／

軽量鉄骨造外壁

塗材[パーライト混入せっこう系塗材、
水酸化アルミニウム混入モルタル、アクリル樹脂系塗装水酸化
アルミニウム混入モルタル又は水酸化アルミニウム混入セメン

ト塗材]・吹付け硬質ウレタンフォーム充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・せっこうボード表張／

軽量鉄骨造外壁

　２）国土交通大臣認定番号

　

　※各種認定をご使用の場合は、該当する認定書（別添を含む）の内容をご確認ください。

１時間
耐火構造
（横張り）

梁

１時間
耐火構造
合成梁

（横張り）

柱

梁

２時間
耐火構造
合成梁

（横張り）

柱

２時間
耐火構造
合成柱

（横張り）

ＦＰ０６０ＮＥ-０２５１-１（１）

ＦＰ０６０ＢＭ-０５７３

ＦＰ０６０ＣＮ-０８１９

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード重表張／軽量鉄骨下地
　外壁

　人造鉱物繊維断熱材充てん／木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこう
　ボード重表張／軽量鉄骨下地外壁

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール合成被覆／鉄骨はり

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール合成被覆／鋼管柱

※１　プラスター・モエン外壁耐火構造はCOOL・モエンエクセラードの通気金具施工・横張り限定となります。
※２　ニチアス（株）製断熱材「マキベエ」が必要です。

部位
防耐火
区分

認定番号（※１） 構造方法などの名称
充てん
断熱材

外壁
（非耐力）

あり

あり
または
なし

あり
または
なし

なし

ＦＰ１２０ＢＭ-０５９２※２

ＦＰ１２０ＣＮ-０８２８-１（１）※２

　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード３枚重・人造鉱物繊維断
　熱材張／吹付けロックウール・無機繊維フェルト合成被覆／鉄骨はり

あり
または
なし

あり

なし
　木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこうボード重表張／軽量鉄骨下地
　外壁／無機繊維フェルト／吹付ロックウール合成被覆／鋼管柱

　人造鉱物繊維断熱材充てん／木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・強化せっこう
　ボード重表張／軽量鉄骨下地外壁／無機繊維フェルト／吹付ロックウール合成被覆／
　鋼管柱

ＦＰ０６０ＮＥ-０２５１-１（３）

ＦＰ１２０ＣＮ-０８２８-１（３）※２

部　　位 防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

　  ＜プラスター・モエン外壁防火構造 吹付け硬質ウレタンフォーム仕様の認定番号＞

外　壁
（非耐力）

防火構造
（不燃下地)
（横張り）

　 センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスター・モエン外壁耐火構造や、その他の耐火構造の内容について

　 は、別冊の「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。

ＰＣ０３０ＮＥ-３９２３（１）
防火構造

（不燃下地)
（縦張り） ＰＣ０３０ＮＥ-３９２３（２）

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・
強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

人造鉱物繊維断熱材充てん／
木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・

強化せっこうボード表張／軽量鉄骨造外壁

　 ＜プラスター・モエン外壁耐火構造の認定番号＞

１時間
耐火構造
合成柱

（横張り）

※　本認定は、COOL・モエンエクセラードの通気金具施工となります。

部位
防耐火
区分

認定番号（※） 構造方法などの名称

ＦＰ０６０ＮＥ-０１９４-２（１）
　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板表張/
　強化せっこうボード重裏張/軽量鉄骨下地外壁

外壁
（非耐力）

柱

梁

ＦＰ０６０ＣＮ-０５６３-２

ＦＰ０６０ＢＭ-０３５１-１

ＦＰ０６０ＮＥ-０１９４-２（２）
　人造鉱物繊維断熱材充てん/両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム　
　板・硬質木片セメント板表張/強化せっこうボード重裏張/軽量鉄骨下地外壁

断熱材

なし

あり

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維断熱材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鋼管柱

あり
または
なし

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維断熱材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鉄骨柱

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維断熱材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鉄骨はり

ＦＰ０３０ＮＥ-０１９２-２（１）
　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板表張/
　せっこうボード裏張/軽量鉄骨下地外壁

外壁

ＦＰ０３０ＮＥ-０１９２-２（２）
　人造鉱物繊維断熱材充てん/両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム　
　板・硬質木片セメント板表張/せっこうボード裏張/軽量鉄骨下地外壁

なし

あり

耐火構造
（３０分）
（横張り）

ＦＰ０６０ＣＮ-０５６４-１

ＦＰ０６０ＮＥ-０２１８（１）

ＦＰ０６０ＮＥ-０２１８（２）

なし

あり

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板表張/
　強化せっこうボード重裏張/軽量鉄骨下地外壁

　無機質断熱充てん/両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質
　木片セメント板表張/強化せっこうボード重裏張/軽量鉄骨下地外壁

ＦＰ０６０ＢＭ-０３８０-１
　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維断熱材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鉄骨はり

ＦＰ０６０ＢＭ-０３９１
　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維保温材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鉄骨はり

１時間
耐火構造
（横張り）

１時間
耐火構造
（縦張り）

１時間
耐火構造
合成梁

（横張り）

１時間耐火
構造合成梁

（縦張り）

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維断熱材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鋼管柱

ＦＰ０６０ＣＮ-０５９７-１

１時間
耐火構造
合成柱

（横張り）

１時間耐火
構造合成柱

（縦張り）

あり
または
なし

　両面合成樹脂塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片セメント板・
　人造鉱物繊維保温材・強化せっこうボード重張/ロックウール合成被覆/鋼管柱

ＦＰ０６０ＣＮ-０６１０

ＦＰ０６０ＢＭ-０６３１
　人造鉱物繊維断熱材充てん・木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・硬質木片
　セメント板表張・強化せっこうボード重裏張・軽量鉄骨下地外壁/吹付けロックウール
　合成被覆/鉄骨はり

　２）国土交通大臣認定番号

　 センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスター・モエン外壁耐火構造や、その他の耐火構造の内容について

　 は、別冊の「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。

１時間
耐火構造
（横張り）

ＦＰ０６０ＮＥ-０４７５
   吹付け硬質ウレタンフォーム充てん／
   木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・
   せっこうボード重表張／軽量鉄骨下地外壁

※１　プラスター・モエン外壁耐火構造 吹付け硬質ウレタンフォーム仕様は、COOL・モエンエクセラード（耐火４等級品）となります。
注）　柱・梁の認定については取得しておりませんので、ご注意ください。

部位
防耐火
区分

認定番号（※１） 構造方法などの名称
充てん
断熱材

外壁
（非耐力） あり

　※各種認定をご使用の場合は、該当する認定書（別添を含む）の内容をご確認ください。

　 ＜センチュリー・モエン外壁耐火構造＞

　 ■ニチハ取得の防耐火構造認定番号

　 ＜プラスター・モエン外壁耐火構造 吹付け硬質ウレタンフォーム仕様の認定番号＞
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　３）建築地域（防火・準防火・法２２条区域）とモエンの選定

７　参考資料（関連法規）

　

■防火地域（▼）

１・２階

用途 階数 延床面積＝Ｓ（㎡） 防火規制（外壁） 適合商品

Ｓ≦５０

＆平屋建の付属建物
防火構造

４５分準耐火構造

４５分準耐火構造

モエン全商品が使用できます

Ｓ≦１００

１００＜Ｓ

３階以上

モエン全商品が使用できます

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

モエン全商品が使用できます

１・２階

３階以上

１００＜Ｓ

Ｓ≦１００

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

■準防火地域（▼）

用途 階数 延床面積＝Ｓ（㎡） 防火規制（外壁） 適合商品

３階

Ｓ≦５００

５００＜Ｓ≦１５００

１５００＜Ｓ

４階以上

４５分準耐火構造

防火構造

（準防３階建仕様）

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

１・２階

３階

４階以上

Ｓ≦５００

５００＜Ｓ≦１５００

１５００＜Ｓ

Ｓ≦１５００

１５００＜Ｓ

防火構造

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

耐火構造（▼）

４５分準耐火構造

１時間準耐火構造

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

１・２階

防火構造

４５分準耐火構造

耐火構造（▼）

モエン全商品が使用できます

５００＜Ｓ≦１５００

１５００＜Ｓ

モエン全商品が使用できます

Ｓ≦５００

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード
準不燃材料ＱＭ-０６３９の商品に限る
（準耐火１時間対応の商品）

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

▼ 2018年法改正により、特定準耐火構造が規定され耐火構造と同等以上での設計が可能となりました。
▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

　 ※センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスタ－・モエン外壁耐火構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールCなどの大臣認定の詳細は、別冊の専用カタログ
　　　「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。
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用途 階数 延床面積＝Ｓ（㎡） 防火規制 適合商品

準防火構造

１・２階

Ｓ≦１０００

防火構造

４５分準耐火構造

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

■法２２条区域（▼）

１・２階

準防火構造

防火構造

耐火構造（▼）

モエン全商品が使用できます

１０００＜Ｓ≦３０００

１０００＜Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ

３階

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

モエン全商品が使用できます

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

耐火構造（▼）４階以上

Ｓ≦１０００

Ｓ≦１０００

１０００＜Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ

耐火構造（▼）４階以上

３階

Ｓ≦３０００

３０００＜Ｓ 耐火構造（▼）

３０００＜Ｓ 耐火構造（▼）

１時間準耐火構造

１階：２００≦Ｓ≦３０００

２階：３００≦Ｓ≦３０００
モエン全商品が使用できます

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード

　３）建築地域（防火・準防火・法２２条区域）とモエンの選定

７　参考資料（関連法規）

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

▼ 2018年法改正により、特定準耐火構造が規定され耐火構造と同等以上での設計が可能となっています。
▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

防火構造

準防火構造

耐火構造（▼） ＣＯＯＬ、モエンエクセラード※

準不燃材料ＱＭ-０６３９の商品に限る
（準耐火１時間対応の商品）

参考

　 ●法２２条区域とは、防火地域および準防火地域以外の地域について特定行政庁が指定する区域で、都市計画区域内ではほとんどが

　　　対象とされています。

　 ●建築基準法および関連法令の性能規定化により、木造建築物や木造下地でも、一定の性能を満たすことが確認できれば、耐火構造と

　　　することが可能です。

　 ●モエンの選定にあたっての判断基準は、防火規制と耐風圧力などの構造耐力が主な重要項目です。

　 ※センチュリー・モエン外壁耐火構造、プラスタ－・モエン外壁耐火構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールCなどの大臣認定の詳細は、

　　　別冊の専用カタログ「Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ Ｗａｌｌ」をご参照ください。

　 ●センチュリー･モエン外壁耐火構造

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、センチュリー耐火野地板・断熱材・強化石こうボードなどと組み合わせた複合構造で、COOL、モエン

　　　エクセラードの通気金具工法となります。

　 ●プラスター・モエン外壁耐火構造

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、強化石こうボード防水防カビタイプ・断熱材などと組み合わせた複合構造でCOOL、モエンエクセラードの

　　　通気金具工法・横張りとなります。

　 ●ダイケン-ニチハ耐火ウォールC

　　　鉄骨造にC形鋼胴縁を使用し、SD耐火パネル（大建工業株式会社製）・強化石こうボード・断熱材などと組み合わせた複合構造で、モエ

　　　ンエクセラード（１０尺品）の通気金具工法・横張りとなります。
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　①建築基準法の目的

　　 建築基準法では、建築物の敷地、構造、設備および用途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、

　　 健康および財産の保護をはかり、もって公共の福祉の増進に資することを目的としています。

　②建築基準法の構成

■耐火構造区分

非損傷性：構造耐力上支障のある損傷を生じないこと

遮熱性　 ：加熱面以外の面の温度が当該面に接する可燃物の延焼の

　　　　　　 おそれのある温度以上に上昇しないこと

遮炎性　 ：屋外に火炎を出すおそれのある損傷を生じないこと

性能規定化に伴う建築基準法の構成

性能の定義
要求性能の

技術的基準

適合基準

大臣の認定

法律 政令

告示

または

（大臣の定めた構造方法）

建築基準法は大別すると、「仕様規定」と「性能規定」の２つに分けることができます。

■防火材料区分

不燃材料（２０分）

準不燃材料（１０分）

難燃材料（５分）

※（ ）内数値は不燃性能テストに耐える時間を示し

　 ています。材料区分は包含的な関係にあります。

例えば、「準不燃材料で･･･」と表記された場合、

上位の不燃材料は使用が可能であることを示して

います。

　③防耐火に関する基準

　
部分構造の種類

耐力壁、柱、床、はり、

屋根、階段
耐火構造

通常
１時間～３時間

（３０分）
非損傷性

火災の種類 時間 要件

壁、床 通常 １時間（３０分） 遮熱性

外壁、屋根 屋内の通常 １時間（３０分） 遮炎性

耐力壁、柱、床、はり、

屋根、階段

準耐火構造

通常 ４５分（３０分） 非損傷性

壁、床、軒裏 通常 ４５分（３０分） 遮熱性

外壁、屋根 屋内の通常 ４５分（３０分） 遮炎性

防火構造
外壁（耐力壁） 周囲の通常 ３０分 非損傷性

外壁、軒裏 周囲の通常 ３０分 遮熱性

準防火性能
外壁（耐力壁） 周囲の通常 ２０分 非損傷性

外壁 周囲の通常 ２０分 遮熱性

床、直下の天井床（天井）の構造 屋内の通常 ３０分
非損傷性

遮熱性

ひさし等の構造 ひさし等 通常 ２０分 遮炎性

屋根の構造 屋根 屋内の通常 ２０分 遮炎性

準耐火構造 壁、床、軒裏（延焼部分） 通常 １時間 遮熱性

外壁 屋内の通常 １時間 遮炎性

耐力壁、柱、床、はり 通常 非損傷性１時間

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）
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　 ④建築用途と防耐火基準（▼）

　 ●防耐火基準は、建築物の用途・地域・階数・面積などにより、基準が異なります。

※１ 準耐火建築物のイ準耐・ロ準耐に適合する構造とすることもできます。

※２ 「※２の防火構造」以外の１時間準耐火構造、４５分準耐火構造、防火構造、準防火性能とあるのは、建築の延焼のおそれのある部分

　　　に限る要求性能です。

※３ 「通常の火災を想定した火の粉による建築物の火災を防止するために屋根に必要な性能」もしくは「不燃材料で造るまたはふく」を示し

　　　ます。

※４ 屋根を不燃材料でふき、室内側または直下の天井を防火被覆したものなどです。（建設省告示第１３５８号第五：P２７４参照）

※５ 準防火構造の認定は取得しておりませんが、上位の性能である防火構造で対応可能です。

※６ 高さ＞１６m、かつ階高＞３階を超えるものは特殊な場合を除き、大規模建築物の制限を受け、外壁は耐火性能を有するものとなります。

用　途 地　域 階　数
面　積

Ｓ≦100 100＜Ｓ≦500 500＜Ｓ≦1000 1000＜Ｓ≦15001500＜Ｓ≦3000 3000＜Ｓ

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

防火地域

（法６１条）

準防火地域

（法６１条）

法２２条

区域

３階建以上

１・２階建

４階建以上

３階建

１・２階建

３階建

１・２階建

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造
（2階の用途が300㎡以上）※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：1時間準耐火構造

屋根：30分準耐火構造※４

＊各種条件をみたさないものは耐火構造となります

　　外壁：

　　準防火構造※５

　　屋根：不燃同等※３

　　外壁・軒裏：45分準耐火構造（2階の用途が300㎡以上）※１

　　屋根：30分準耐火構造※４

　　外壁：防火構造

　　屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

（準防３階建て仕様）

外壁・軒裏：防火構造※２

屋根：防火被覆

外壁：準防火構造※５

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁：準防火構造※５、※６

屋根：不燃同等※３

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３

４階建以上

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１　　屋根：30分準耐火構造※４

外壁：耐火構造　　

屋根：30分耐火構造

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

▼最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。

外壁：耐火構造　　屋根：30分耐火構造

　外壁：

　耐火構造

　屋根：30分

　耐火構造

外壁・軒裏：45分準耐火構造※１

屋根：30分準耐火構造※４

外壁・軒裏：防火構造※6

屋根：不燃同等※３

●　軒裏に防火構造が求められる場合には、軒裏３０分準耐火構造で対応します。
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⑤特殊建築物の防火基準(法２７条、別表１、令１１５条の３～１１６条）

●特殊建築物は、その用途、および建築延べ面積により求められる防耐火性能が異なります。

※１　建築基準法施行令110条2号の基準に適合するものとして、主要構造部等の構造方法が耐火構造（耐火建築物等）のもののほか、地階を除く階数が３で、

　　　 ３階を共同住宅又は学校等の用途に供するものであって、一定の要件に該当する場合に限って、１時間準耐火基準の準耐火構造による準耐火建築物と　

　　　 することができます。（H27国交省告示253号、255号）

※２　建築基準法施行令110条1号の基準に適合するものとして、耐火建築物又は準耐火建築物等のものを定めています。

　　　 （H27国交省告示255号）

●３階を下宿・共同住宅・寄宿舎の用途に供する場合、下記１から５の基準に適合する準耐火建築物とする
　 ことができます。
１　主要構造部が１時間準耐火構造であること。
２　原則として、各住戸などに避難上有効なバルコニーなどが設けられていること。
３　３階の各住戸などの外壁面に道又は道に通ずる幅員４m以上の通路などに面する開口部が設けら
　　れていること。

用　　　途

主要構造部に必要とされる性能及びその外壁の開口部

での防火設備で、大臣が定めた構造方法または認定を

受けたものを設けなければならない。

用途に供する階

劇場・映画館・演芸場 主階が１階にないもの
（※１）

耐火建築物または

準耐火建築物と

しなければならない

用途に供する部分の床面積の

合計

用途に使用する部分の

床面積の合計（数量）

客席部分≧２００m²以上（※１）

（屋外観覧席≧１，０００m²以上
（※１））

観覧席・公会堂・集会場 ３階以上の階（※１）

病院・診療所（患者の収容

施設のあるもの）・ホテル・

旅館・下宿・共同住宅・寄宿

舎・児童福祉施設等（幼保

連携型認定こども園を含む）

２階部分≧３００m²以上（※２）

ただし、病院・診療所にあって

は、２階に患者の収容施設のあ

る場合

学校・体育館・博物館・美術

館・図書館・ボーリング場・

スキー場・スケート場・水泳

場・スポーツ練習場

用途に供する部分≧２，０００m²
（※２）

百貨店・マーケット・展示場・

キャバレー・カフェー・ナイト

クラブ・バー・ダンスホール・

遊技場・公衆浴場・待合・料

理店・飲食店または物品販

売業を営む店舗

（＞１０㎡）

倉　　庫
３階以上の部分≧
２００m²以上

用途に供する部分≧
１，５００m²以上

自動車車庫・自動車修理工

場・映画スタジオまたはテレ

ビスタジオ

３階以上の階

用途に供する部分≧
１５０m²以上

（ただし、主要構造部を

不燃材料等とした準耐火

建築物とする）

令１１６条の表の数量以上

の危険物の貯蔵場又は処

理場

全　　部

耐火建築物としなければ

ならない

用途に使用する部分の

床面積の合計（階）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

２階部分≧５００ｍ²以上（※２）

用途に供する部分≧３，０００m²
（※１）

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

４　原則として、建築物の周囲に幅員３m以上の通路が設けられていること。
５　３階の外壁の開口部など一定の開口部に、法令で定める防火設備が設けられていること。

▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。
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⑥防火構造・準防火性能が求められる外壁の大臣認定基準（NPO法人住宅外装テクニカルセンター取得）

●防火構造・準防火性能の概要

　 ▶法２条８号の規定により、防火構造にも内壁側への一定の被覆が必要となります。

　 ▶法２３条により、準防火性能が求められる内壁側も一定の被覆が必要となります。

　 ※不燃下地も木造下地同様に一定の被覆が必要です。

   ※準防火構造が必要な場合は、防火構造の大臣認定をご使用ください。

　　

①せっこうボード(９．５㎜）

②グラスウール(７５㎜)を充てんした上に合板(４㎜)を張ったもの
③グラスウール(７５㎜)を充てんした上に構造用パネル(４㎜)を張っ
   たもの
④グラスウール(７５㎜)を充てんした上にパーティクルボード(４㎜)
   を張ったもの

⑤グラスウール(７５㎜)を充てんした上に木材(４㎜)を張ったもの

⑥ロックウール(７５㎜)を充てんした上に合板(４㎜)を張ったもの

⑦ロックウール(７５㎜)を充てんした上に構造用パネル(４㎜)を張っ
   たもの
⑧ロックウール(７５㎜)を充てんした上にパーティクルボード(４㎜)を
   張ったもの

⑨ロックウール(７５㎜)を充てんした上に木材(４㎜)を張ったもの

　　　

　屋内側被覆は、大壁の他に真壁とすることができる。真壁とする

　場合は右図の構造とする。

準防火構造・防火構造とするための構造

防火構造PC030BE-9201（木造下地）の屋内側の被覆

防火構造PC030BE-9202（不燃下地）の屋内側の被覆

①～⑨のいずれか

柱
柱への欠き込み

（深さ15程度）

せっこうボードなど

受け材

（40×40程度）

イ準耐（加熱時間１時間）

延焼のおそれの

ある部分屋根（30分以上）

間仕切壁

（1時間以上）

軒裏

（30分以上）

外壁

（非耐力壁30分以上）

床

（1時間以上）

屋根（30分以上）
軒裏（1時間以上）

防火設備

外壁

（非耐力壁の延焼の

おそれのある部分

1時間以上）

外壁

（耐力壁1時間以上）

階段（30分以上）

（１）間柱及び下地を木材又は鉄材で造った場合

　　①せっこうボード(１２㎜以上)の上にせっこうボード(１２㎜
　　 　以上)を張ったもの(強化せっこうボードを含む）

　　②スラグせっこう系セメント板(８㎜以上)の上にせっこう

　　　 ボード(１２㎜以上)を張ったもの
　　③強化せっこうボード(１６㎜以上）
　　④強化せっこうボード(１２㎜以上)の上にせっこうボード
　　　 又は難燃合板(９㎜以上)を張ったもの

　　⑤せっこうボード又は難燃合板(９㎜以上)の上に
　　　 強化せっこうボード(１２㎜以上)を張ったもの

（２）以下の認定のいずれか（旧番号で表示してあります）
　　準耐火（通）Ｗ２００１、準耐火（通）Ｗ２００６、準耐火
　　（通）Ｗ２００７、準耐火（通）Ｗ２００８、準耐火Ｗ２００８
　　準耐火Ｗ２００９、準耐火Ｗ２０１０、準耐火Ｗ２０１１
（３）本認定の屋外側被覆
（４）耐火構造の屋外側被覆

１時間準耐火構造QF060BE-9225の屋内側の被覆

せっこうボード ｔ=12

二重張り

　　　

※主要構造部は準耐火構造

注）延焼のおそれのある部分の軒裏は、１時間準耐火構造に対応する

  　 構造としてください。

柱・梁

（１時間以上）

木造下地

不燃下地 通気金具など
①～⑨のいずれか

　⑦準耐火構造の大臣認定基準（NPO法人住宅外装テクニカルセンター取得）

　●準耐火構造の概要

注意事項

・外壁材は耐火４等級品をご使用ください。

・通気層に通気役物（ファイアストップ【JE7135、JE7245】）などを、

　シーリング目地部には鋼板製のハットジョイナーをご使用ください。

柱

１時間準耐火構造とするための構造

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

※日本窯業外装材協会：防火・準耐火構造に関するQ&Aより

　 Q：防火構造の屋内側被覆はせっこうボード9.5㎜、合板等は4㎜となっていますが、それぞれその厚さ以上の場合は認め

　 　  られるのでしょうか。

A：せっこうボード、合板等については、厚みが増すほど防火上は有利になると判断しております。

　 　  最終的には建築主事の判断が優先されます。
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延焼のおそれの

ある部分屋根（30分以上）

間仕切壁

（45分以上）

軒裏

（30分以上）

外壁

（非耐力壁30分以上）

床

（45分以上）

屋根（30分以上）
軒裏（45分以上）

防火設備

外壁

（非耐力壁の延焼の

おそれのある部分

45分以上）

外壁

（耐力壁45分以上）

階段（30分以上）

柱・梁

（45分以上）

イ準耐（加熱時間４５分）

（１）間柱及び下地を木材または鉄材で造った場合

　①せっこうボード(１５㎜以上)(強化せっこうボードを含む）

　②せっこうボード(１２㎜以上)の上にせっこうボードまたは
　　 難燃合板(９㎜以上)を張ったもの

　③せっこうボードまたは難燃合板(９㎜以上)の上にせっこう
　　 ボード(１２㎜以上)を張ったもの

　④せっこうラスボード(７㎜以上)の上にせっこうプラスター
　　 (８㎜以上）を塗ったもの
　⑤強化せっこうボード(１２．５㎜以上)

（２）間柱及び下地を不燃材料で造った場合

　①鉄網モルタル塗(１５㎜以上)

　②木毛セメント板張またはせっこうボード張の上にモルタル
　　 またはしっくい(１０㎜以上)を塗ったもの
　③木毛セメント板の上にモルタルまたはしっくいを塗り、その
　　 上に金属板を張ったもの

（３）間柱及び下地を不燃材料以外の材料で造った場合

　①鉄網モルタル塗または木ずりしっくい塗(２０㎜以上)

　②木毛セメント板張またはせっこうボード張の上にモルタル
　　 またはしっくい(１５㎜以上)を塗ったもの
　③モルタル塗の上にタイルを張ったもの(合計厚さ２５㎜以上)

　④セメント板張または瓦張の上にモルタルを塗ったもの

　　 (合計厚さ２５㎜以上)
　⑤土蔵造り

　⑥土蔵真壁造りで裏返塗りをしたもの

（４）以下の認定のいずれか(旧番号で表示してあります)
　　準耐火(通)Ｗ１００１、準耐火(通)Ｗ１００９、準耐火　
　　（通）Ｗ１０１１、準耐火(通)Ｗ１０１２、準耐火(通)Ｗ１０１３
　　準耐火Ｗ１００１、準耐火Ｗ１００２、準耐火Ｗ１００３

（５）本認定の屋外側被覆

（６）１時間準耐火構造ＱＦ０６０ＢＥ－９２２５の屋外側被覆

４５分準耐火構造QF045BE-9226の屋内側の被覆

せっこうボード t=15

注）主要構造部は準耐火構造または準耐火構造および耐火構造、

　　軒天は、45分準耐火構造に対応する構造としてください。

ロ準耐・１号（外壁耐火）

ロ準耐・２号（不燃構造）

延焼のおそれの

ある部分

屋根（国土交通大臣

　が定めたもの）

外壁

（不燃材料または

準不燃材料）

３階以上の床

（準耐火構造または国土

交通大臣が認めたもの）

屋根（国土交通大臣が

　　　　定めたもの）

防火戸

外壁の延焼の

おそれのある部分

（防火構造）

階段（不燃材料または準不燃材料）

柱・梁

（不燃材料）

２階の床

（不燃材料または

準不燃材料）

※主要構造部は準耐火構造

外壁

（耐力壁45分以上）

４５分準耐火構造とするための構造

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

　　

　　

準耐火構造の屋根（告示第1358号　第五）

　屋根の構造方法は、防火被覆の取合い等の部分を、当該取合い等の裏面に

　当て木を設ける等当該建築物の内部への炎の侵入を有効に防止することがで

　きる構造とするものに限り、次に定めるものとする。

　一　ハ　次に定める構造とすること。

　　　　　　（１）不燃材料で造るか、またはふいたもの

　　　　　　（２）屋内側の部分または直下の天井に次の（ⅰ）から（ⅶ）までの

　　　　　　　　 いずれかに該当する防火被覆が設けられたもの

　　　　　　　（ⅰ）厚さが１２㎜以上の強化せっこうボード

　　　　　　　（ⅱ）厚さが９㎜以上のせっこうボードを二枚以上張ったもの

　　　　　　　（ⅲ）厚さが１２㎜以上のせっこうボード（その裏側に厚さが５０㎜

　　　　　　　　　　以上のロックウールまたはグラスウールを設けたものに限る）

　　　　　　　（ⅳ）厚さが１２㎜以上の硬質木片セメント板

　　　　　　　（ⅴ）第一第三号ハ（２）から（６）までのいずれかに該当するもの

　　　　　　　（ⅵ）塗厚さが２０㎜以上の鉄網モルタル

　　　　　　　（ⅶ）繊維強化セメント板（けい酸カルシウム板に限る）を二枚以上

　　　　　　　　　　張ったもので､その厚さの合計が１６㎜以上のもの

　　　 ニ　野地板に構造用合板、構造用パネル、パーティクルボード、硬質木片

　　　　　　セメント板その他これらに類するもので厚さが９㎜以上のものを使用し、

　　　　　　かつ、その屋内側の部分または直下の天井に厚さが１２㎜以上の強化

　　　　　　せっこうボードの防火被覆が設けられた構造とすること。

　　　 ホ　屋内側の部分または直下の天井に次の（１）から（３）までのいずれ

　　　　　  かに該当する防火被覆が設けられた構造とすること。

　　　　　　（１）厚さが１５㎜以上の強化せっこうボードまたは厚さが１２㎜以上の強化

　　　　　　　　 せっこうボード（その裏側に厚さが５０㎜以上・かさ比重が０．０２４以上の

　　　　　　　　 ロックウールまたはグラスウールを設けたものに限る）に該当するもの

　　　　　　（２）せっこうボードを二枚以上張ったもので、その厚さの合計が２１㎜以

                  上のもの

　　　　　　（３）厚さが１２㎜以上のせっこうボードの上に厚さが９㎜以上のロック

                   ウール吸音板を張ったもの

外壁を耐火構造にした建築物です。

原則、モエンは使用できません。

（プラスター・モエン外壁耐火構造、センチュリー・モエン外壁耐火

構造、ダイケン-ニチハ耐火ウォールCは鉄骨下地を前提とした

個別認定となります。基本的にロ準耐１号への適用は困難です。）
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⑧準防火地域内木造３階建て建築物の設計基準(令１３６条の２)(準防戸建３階仕様)
　

■外壁の開口部の構造及び面積

　●隣地境界線などからの距離が、１m以内の部分にある外壁の開口部は、防火設備を設ける必要があり

　　 ます。ただし、開口面積が０．２m²以内の換気口は防火設備を設ける必要はありません。

　●隣地境界線などまたは道路中心線からの距離が、５m以下の部分にある外壁の開口部は、それぞれの

　　 距離に応じて、開口部の面積の制限を受けます。

■外壁の構造

　●外壁の構造は、準耐火構造とするか、屋外側を防火構造とし、屋内側に下記の防火被覆を設ける必要が

　　 あります。

■主要構造部

　●柱および梁の構造は、通常の火災より、建物全体が容易に倒壊するおそれのないよう、その方法および

　　 寸法の制限を受けます。

■床またはその直下の天井の構造

　●通常の火災時において、下の階から上階へ容易に延焼しないよう、防火上の措置について、最下階の床

　　 を除き定められています。

■屋根またはその直下の天井の構造

　●外壁と同様、室内側から通常の火災において、容易に炎および火熱が外部に噴出しないよう、防火上の

　　 措置について定められています。
　　

イ　 厚さが１２㎜以上のせっこうボード
ロ　 厚さが５．５㎜以上の難燃合板または厚さが９㎜以上のせっこうボードの
　　 上に厚さが９㎜以上のせっこうボードを張ったもの
ハ　厚さが７㎜以上のせっこうラスボードの上に厚さが８㎜以上のせっこう
　　 プラスターを塗ったもの

令和元年国土交通省告示第194号による屋内側(壁)の防火被覆

A　屋根：不燃材

B　屋根の内側またはその直下の天井：防火被覆

C　軒裏：全周防火構造

D　３階室の部分区間：※１

E　隣地境界線などから５m以下の部分にある開口部：※２

F　床、天井：どちらかを不燃材

G　主要構造部である柱、梁：※３

H　外壁：準耐火構造または、屋内側を防火被覆した防火構造

I　隣地境界線などから１m以下の部分にある開口部：※４

1m

※１　間仕切壁または戸（ふすま・障子その他これらに類するものを除く）で区画されています。

　　　（通常のフラッシュ戸、間柱の入った壁であれば問題ありません）

※２　距離に応じて面積を制限する。延焼のおそれのある部分は防火設備とする必要があります。

※３　小径を１２㎝以上とするか、または防火上有効に被覆する必要があります。

※４　常時閉鎖式などの防火設備とする必要があります。

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）
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⑨準耐火構造の外壁通気構法と１時間準耐火構造（QF０６０BE-９２２５）のファイアストップ
　

■４５分準耐火構造

　●横胴縁仕様・縦胴縁仕様とも、防火構造の外壁通気構法と同様の下地組みとしてください。

■１時間準耐火構造：横胴縁仕様

　●下地組みを横胴縁とした場合、横胴縁がファイアストップの役割を果たすため、下図に示すファイアストップ

　　 を別途設ける必要はありません。

■１時間準耐火構造：縦胴縁仕様または通気金具施工

　●下地組みを縦胴縁とした場合、火災時に胴縁間

　　 の通気層内を熱気が上昇するため、通気層内に

　　 ファイアストップ（ＪＥ７１３５、ＪＥ７２４５）を設ける

　　 必要があります。（ＪＥ７２４５は通気金具工法用。）

　●ファイアストップ（ＪＥ７１３５、ＪＥ７２４５）は下図の

　　 位置に必要となります。

　

　

　

　

軒天部：

小屋裏へ通気

する場合

横胴縁

下屋根部

中間部（３m以内ごと）

●モエンの釘・金具の留付位置に、ファイアストップ

   が重ならないようにしてください。

軒天部（小屋裏通気）

縦胴縁

防水紙

ファイアストップ

モエン

軒天材 防水紙

縦胴縁

ファイアストップ

見切縁

　　●下屋根部の胴縁は、棟側・流れ側とも、

　　　 ２０００㎜以下の間隔で、３０㎜の隙間を設け
　　　 てください。

３m以内

３m以内

３m以内

モエン

防水紙
ファイアストップ

モエン

縦胴縁

留付金具ＥＸ

ファイアストップ

モエン

縦胴縁

見切縁
防水紙

●モエンの釘・金具の留付位置に、ファイアストップ

　 が重ならないようにしてください。

　●施工方法はＰ７９をご参照ください。

ファイアストップ１５

通気留付金具ＥＸ

防水紙

モエン

縦胴縁 通気金具

防水紙

スペーサー１５

ファイアストップ１５

モエン

縦胴縁 通気金具

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

見切縁
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⑩延焼のおそれのある部分（法２条の６）
　

●延焼のおそれのある部分とは、道路中心線・隣地境界線の２棟以上の棟相互の外壁間距離の中心線より

　 １階は３m以下、２階は５m以下の距離にある建築物の部分を意味します。

　▶ただし、２棟以上の延面積の合計が、５００m²以内の建築物は、１棟の建築物とみなします。

　▶延面積の合計が、５００m²以内の建築物の組み合わせ方法は自由です。

　▶防火上有効な公園・広場・川などの空き地、水面、耐火構造の壁に面している部分には適用しません。

不要
２Ｆ

３Ｆ

１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ

２Ｆ２Ｆ２Ｆ 　 　

　 　

　 　

　 　

　

　 　

（隣地）

（Ⅲ敷地）

（Ⅰ敷地）

（Ⅰ敷地）

（Ⅱ敷地）

延面積の合計が５００㎡

以内の時は１棟とみなす

道路境界線

ＧＬ

Ｃ　２００m²

Ｂ　３７０m²

Ａ　２５０m²

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ

ℓ

川

道路

中心線

隣地境界線建物

ℓ：１階＝３m

　 ２階＝５m
　 Ａ＋Ｃ＝４５０＜５００m²

建物

延焼のおそれのある部分

参考例

法２２条区域（※１）にある木造建築物は、外壁の内「延焼のおそれのある部分」を準防火

性能以上としなければならない（法２３条）と規制されています。一般的に建築物の外壁の

一部を準防火性能以上としなければならない場合には、それ以外の部分の外壁も同様の

性能や仕様にすることが多く、従って見かけ上は建築物の外壁全体に防火規制がかかっ

ているように見える場合がありますので注意が必要です。

※１　建築基準法第２２条第１項に規定される特定行政庁が指定する区域。屋根の防火

　　　 性能に関する規制があります。

延焼のおそれのある部分
延焼のおそれのある部分

５m

３m３m
３m３m３m３m

５m５m５m５m

　※建築部の外壁線が上図に示す規定に適合しない、すなわち広い敷地の中央寄りに建設されない限り、

　　 「延焼のおそれのある部分」は、多くの建築物に存在する部分ですが、建築を行う敷地が防火地域や

　　 準防火地域に含まれていない場合でも、防火性能を求められる建築物を建設する場合には、「延焼の

　　 おそれのある部分」の範囲にあるかどうかで、要求される防耐火性能が異なりますのでご注意ください。

延焼のおそれのある部分

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）
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⑪建築物の内装制限（法３５条の２、建令１２８条の３の２～１２９、平成１２年建設省告示１４３９号）

●建築物は、その用途、構造、および規模により内装制限の規定があります。

■内装制限一覧

用途・構造・規模区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

劇場・映画館・演芸場・
観覧場・公会堂・集会場

病院･診療所（患者の収容施設の
あるもの）･ホテル･旅館･下宿･共
同住宅･寄宿舎･児童福祉施設等
(幼保連携型認定こども園を含む)

百貨店･ﾏｰｹｯﾄ･展示場･ｷｬﾊﾞﾚｰ･
ｶﾌｪｰ･ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ･ﾊﾞｰ･ﾀﾞﾝｽﾎｰﾙ･
遊技場･公衆浴場･待合･料理店･
飲食店または物品販売業を営む
店舗(10㎡以内を除く）

地階または地下工作物内の居室
等で、A･B･Cの用途に供するもの

自動車車庫・自動車修理場

無窓の居室
(建基令128の3の2参照）

大規模建築物
（階数および規模によるもの）

火気使用室

階数が11以上のもの

地下街

避難・特別避難階段室
エレベーター乗降ロビー

当該用途に供する部分の床面積の合計 内装制限

耐火建築物

の場合

準耐火建築物

の場合

その他建築物

の場合
居室等

地上に通ずる

主たる廊下･

階段･通路

建築基準

法施行令

（客席）　
400㎡以上

（客席）　
100㎡以上

(3階以上の合計)
300㎡以上

(2階部分）300㎡以上
(病院･診療所は、2階
に患者の収容施設が

ある場合に限る）

200㎡以上

難燃材料
(3階以上の階に
居室を有する建
築物の当該用途
に供する居室の
天井については、
準不燃材料とす
る。）

準不燃材料

同　上

同　上

同　上

同　上

129・①
128の4・①

(3階以上の合計)
1,000㎡以上

(2階部分)
500㎡以上

200㎡以上

全　　部

全　　部

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

準不燃材料
129・③
128の4・①・三

129・②
128の4・①・二

129・⑤
128の3の2

50㎡以上
（ただし、天井の高さが6ｍを超えるものを除く）

･階数が3以上で500㎡を超えるもの
･階数が2で1,000㎡を超えるもの
･階数が1で3,000㎡を超えるもの
ただし、次のものを除く
 1,学校等(建基令126の2･①･二参照）
 2,100㎡以内ごとに防火区画され特殊建築物の用途に供
 　しない居室で、耐火建築物又は主要構造部を準耐火構
 　造とした準耐火建築物の高さが31ｍ以下の部分にある
 　もの
 3,②欄の用途に供するもので高さが31ｍ以下の部分

住　　宅：階数が2以上の住宅で、最上階以外の階に
　　　　　  ある火気使用室
住宅以外：火気使用室は全部
(ただし、主要構造部を耐火構造としたものを除く）

難燃材料 同　上
128の4・②③
129・④

―――――準不燃材料
129・⑥
128の4・④

100㎡以内に防火区画された部分 ※１ 112・⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 準不燃材料（下地とも）※ 112・⑥

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された部分 不燃材料（下地とも）※ 112・⑦

100㎡以内に防火区画された部分 ※２

128の3･①･三
128の3･⑤

200㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

準不燃材料
(下地とも）※

500㎡以内に防火区画(防火設備の区画を除く）された
部分

不燃材料
(下地とも）※

(地下道)
不燃材料
(下地とも)

全　　部 不燃材料(下地とも)

※１　Ｉ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、建築物の階数および規模によるＧ欄の

　　　 規定が適用される。

※２　Ｊ欄の規定では、１００㎡以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、Ａ･Ｂ･Ｃ欄の用途に供する部分につい

　　　 ては、Ｄ欄の規定が適用される。

注１）内装制限の適用を受ける建築物の部分は、居室および居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁および天井(天井がない場

　　　 合は屋根)の室内に面する部分である。ただ、Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｇ･Ｉ･Ｊ欄の※については、規定に該当する居室の壁の床面からの高さが１．２ｍ以下の

　　　 部分には適用されない。(建基令１２９・①、１１２・⑥）

　２）Ｂのうち耐火建築物または主要構造部を準耐火構造とした準耐火建築物にあっては、１００㎡(共同住宅の住戸にあっては２００㎡)以内ごとに

　　　防火区画された部分を除く。

　３）Ｂのうち１時間準耐火構造の準耐火建築物の下宿、共同住宅または寄宿舎の用途に供する部分は、耐火建築物の部分とみなす。

　４）内装制限の規定で、２以上の規定に該当する建築物の部分には、最も厳しい規定が適用される。

　５）スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものおよび建基令１２６の３の規定に適合する排煙

    　設備を設けた建築物の部分については、内装制限の規定は適用されない。(建基令１２９・⑦）

　６）Ｉ･Ｊ欄の規定について、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものを設けた部分について

　　 は、防火区画の床面積は２倍まで緩和される。(建基令１１２・①）
　

129の13･③

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）
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７－５　モエンの補修方法

 　１）部分張り替え　釘打ち施工

本章は、基本的な施工例を記載していますので、注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

 　５）シーリング切れ・剥離の補修

 　６）藻・カビの除去

 　７）クラックの補修

 　８）欠けの補修

 　３）部分張り替え　金具施工

 　４）部分張り替え　金具施工（四方合いじゃくり品）

 　２）部分張り替え　釘打ち施工（１２㎜厚品を１４㎜厚品へ）
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　１）部分張り替え　釘打ち施工

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①サイディングの取り外し１

●張り替える部分のシーリングをカッターナイフなど

 　で除去します。

●張り替えるサイディングの釘を抜きます。

③新規サイディングの施工１

●新規サイディングが施工しやすいように、上側の

　 既存サイディングの上実側を、平バールなどで

　 少し浮かせます。

④新規サイディングの施工２

●下図の順番に釘を留め付けます。

●シーリングを除去した目地部に、ニチハシーリング

　 を充填します。

●釘頭が目立つ部分のみ、補修液を周辺に塗り拡

　 げないよう最小限に塗布してください。

※釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでくだ

　 さい。違和感が生じるおそれがあります。

②サイディング取り外し２

●張り替えを行わないサイディングを傷つけない

　 ように、あて木を用いて平バールなどで浮かせて

　 取り外します。

●防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

シーリング除去

釘除去

縦胴縁 縦胴縁
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　１）部分張り替え　釘打ち施工

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①サイディングの取り外し１

●張り替える部分のシーリングをカッターナイフなど

 　で除去します。

●張り替えるサイディングの釘を抜きます。

③新規サイディングの施工１

●新規サイディングが施工しやすいように、上側の

　 既存サイディングの上実側を、平バールなどで

　 少し浮かせます。

④新規サイディングの施工２

●下図の順番に釘を留め付けます。

●シーリングを除去した目地部に、ニチハシーリング

　 を充填します。

●釘頭が目立つ部分のみ、補修液を周辺に塗り拡

　 げないよう最小限に塗布してください。

※釘頭より広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでくだ

　 さい。違和感が生じるおそれがあります。

②サイディング取り外し２

●張り替えを行わないサイディングを傷つけない

　 ように、あて木を用いて平バールなどで浮かせて

　 取り外します。

●防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

シーリング除去

釘除去

縦胴縁 縦胴縁

　２）部分張り替え　釘打ち施工（１２㎜厚品を１４㎜厚品へ）

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①サイディングの取り外し１

●張り替える部分のシーリングをカッターナイフなど

　 で除去します。

●張り替えるサイディングの釘を抜きます。

③新規サイディングの切り欠き

●下実をあらかじめ切断します。

※切断面は必ずモエンシーラーを十分に塗布し、

　 乾燥後、再度モエンシーラーを塗布してください。

　 （２回塗布します。）

④新規サイディングの施工

●既存のサイディングの上実部の裏に、捨てシーリ

　 ングを施工します。

●下図の順番に釘を留め付けます。

●シーリングを除去した目地部に、シーリングを

　 充填します。

●既存のサイディングの上実部と新規サイディング

　 下実側は突き付けし、目地表面部を弾性パテ材

　 （オート化学工業㈱製オートンアドハー３５００）で

　 埋めます。

●パテ材硬化後、補修液を塗布してください。

※釘頭より広く塗り広げたり、厚く塗布しないでくだ

　 さい。違和感が生じるおそれがあります。

②サイディング取り外し２

●張り替えを行わないサイディングを傷つけない

　 ように、当て木を用いて平バールなどで浮かせて

　 取り外します。

●防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

シーリング除去

釘除去

捨てシーリング

弾性パテ

切断下実側

縦胴縁
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７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①サイディングの取り外し

●張り替える部分のシーリングをカッターナイフなど

　 で除去します。

●張り替えるサイディングに下図の点線の位置に、

　 丸ノコで切り込みを入れます。

●切り込んだサイディングの中央部を外して、順番

　 に取り外します。

③新規サイディングの切り欠き

●上実側の金具に引っかかる部分を、少し大きめ

　 もしくは全て切り欠きます。

※切り欠き部は必ずモエンシーラーを十分に塗布し、

　 乾燥後、再度モエンシーラーを塗布してください。

　 （２回塗布します。）

④新規サイディングの施工

●新規のサイディングを上から差し込み、表面から

　 先孔をあけて胴縁ごとに釘打ちします。

●シーリングを除去した目地部に、ニチハシーリング

　 を充填します。

●釘頭が目立つ部分のみ、補修塗料を周辺に塗り

　 拡げないよう最小限に塗布してください。

※補修液を広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでくだ

　 さい。違和感が生じるおそれがあります。

②スペーサーの取り付け

●取り外した下地面に、あとから釘留めする位置に

　 あらかじめスペーサーを取り付けます。

※防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

切り込み

切り欠き

金具の長さ＋10程度もしくは全て

6程度

上実側

スペーサー

シーリング除去

　３）部分張り替え　金具施工

スペーサー

縦胴縁

　

①サイディングの取り外し

●出隅部・開口部などを張り替える場合は、シーリン

　 グをカッターナイフなどで除去します。

●張り替えるサイディングに下図の点線の位置に、

　 丸ノコで切り込みを入れます。

●切り込んだサイディングの中央部を外して、順番に

　 取り外します。

③新規サイディングの切り欠き

●上実側の金具に引っかかる部分を、少し大きめもしくは全て切り欠きます。

●あらかじめ４５５㎜幅方向の下実を切断します。

※切り欠き・切断面は必ずモエンシーラーを十分に塗布し、乾燥後、再度モエンシーラーを塗布してください。

　 （２回塗布します。）

②スペーサーの取り付け

●取り外した下地面に、あとから釘留めする位置に

　 あらかじめスペーサーを取り付けます。

※防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

切り込み スペーサー

切り欠き

金具の長さ＋10程度もしくは全て

6程度

切断

上実側 ４５５㎜幅下実側（左右接合部側）

ニチハシーリング
弾性パテ材

スペーサー

 ④新規サイディングの施工

　●既存のサイディングの４５５㎜幅上実部の裏に、捨てシーリングを施工します。

　●新規のサイディングを上から差し込み、表面から先孔をあけて胴縁ごとに釘打ちします。

　●既存のサイディングの４５５㎜幅上実部と新規サイディング下実側は

　　 突き付けとし、目地表面部を弾性パテ材（オート化学工業㈱製オートン

     アドハー３５００）で埋めます。

　●パテ材硬化後、補修液を最小限に塗布してください。

  ※補修液を広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。

　　 違和感が生じるおそれがあります。

左右接合部側

金具部は

手順③の通り

切り欠く

　４）部分張り替え　金具施工（四方合いじゃくり品）

７　参考資料（モエンの補修方法）

縦胴縁
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７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①サイディングの取り外し

●張り替える部分のシーリングをカッターナイフなど

　 で除去します。

●張り替えるサイディングに下図の点線の位置に、

　 丸ノコで切り込みを入れます。

●切り込んだサイディングの中央部を外して、順番

　 に取り外します。

③新規サイディングの切り欠き

●上実側の金具に引っかかる部分を、少し大きめ

　 もしくは全て切り欠きます。

※切り欠き部は必ずモエンシーラーを十分に塗布し、

　 乾燥後、再度モエンシーラーを塗布してください。

　 （２回塗布します。）

④新規サイディングの施工

●新規のサイディングを上から差し込み、表面から

　 先孔をあけて胴縁ごとに釘打ちします。

●シーリングを除去した目地部に、ニチハシーリング

　 を充填します。

●釘頭が目立つ部分のみ、補修塗料を周辺に塗り

　 拡げないよう最小限に塗布してください。

※補修液を広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでくだ

　 さい。違和感が生じるおそれがあります。

②スペーサーの取り付け

●取り外した下地面に、あとから釘留めする位置に

　 あらかじめスペーサーを取り付けます。

※防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

切り込み

切り欠き

金具の長さ＋10程度もしくは全て

6程度

上実側

スペーサー

シーリング除去

　３）部分張り替え　金具施工

スペーサー

縦胴縁

　

①サイディングの取り外し

●出隅部・開口部などを張り替える場合は、シーリン

　 グをカッターナイフなどで除去します。

●張り替えるサイディングに下図の点線の位置に、

　 丸ノコで切り込みを入れます。

●切り込んだサイディングの中央部を外して、順番に

　 取り外します。

③新規サイディングの切り欠き

●上実側の金具に引っかかる部分を、少し大きめもしくは全て切り欠きます。

●あらかじめ４５５㎜幅方向の下実を切断します。

※切り欠き・切断面は必ずモエンシーラーを十分に塗布し、乾燥後、再度モエンシーラーを塗布してください。

　 （２回塗布します。）

②スペーサーの取り付け

●取り外した下地面に、あとから釘留めする位置に

　 あらかじめスペーサーを取り付けます。

※防水紙に破損がある場合は、防水テープで補修

　 してください。

切り込み スペーサー

切り欠き

金具の長さ＋10程度もしくは全て

6程度

切断

上実側 ４５５㎜幅下実側（左右接合部側）

ニチハシーリング
弾性パテ材

スペーサー

 ④新規サイディングの施工

　●既存のサイディングの４５５㎜幅上実部の裏に、捨てシーリングを施工します。

　●新規のサイディングを上から差し込み、表面から先孔をあけて胴縁ごとに釘打ちします。

　●既存のサイディングの４５５㎜幅上実部と新規サイディング下実側は

　　 突き付けとし、目地表面部を弾性パテ材（オート化学工業㈱製オートン

     アドハー３５００）で埋めます。

　●パテ材硬化後、補修液を最小限に塗布してください。

  ※補修液を広く塗り拡げたり、厚く塗布しないでください。

　　 違和感が生じるおそれがあります。

左右接合部側

金具部は

手順③の通り

切り欠く

　４）部分張り替え　金具施工（四方合いじゃくり品）

７　参考資料（モエンの補修方法）

縦胴縁
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　５）シーリング切れ・剥離の補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

●切れ・剥離しているシーリングを、カッターナイフなどを用いて、完全に除去します。

●新規ニチハシーリングを、標準施工法通り施工します。

　（プライマーの塗りムラ・残し、ニチハシーリングの充填不足、ヘラ押さえの不足などがないよう施工して

　 ください。）

切れ・剥離部分の

シーリング除去
新規ニチハシーリング施工

新規ニチハシーリング

　

　６）藻・カビの除去

●サイディング表面に藻やカビが見られたら、柔らか布やブラシで（やわらかめの歯ブラシ程度）で中性洗剤

　 （水で5～10倍程度に薄めた）を用いて水洗いしてください。

  ※藻やカビを殺す薬剤を用いれば、繁殖を止めることができます。しかし、色素のある藻の多くやカビの場

　　 合、死んでも跡が残ります。漂白作用のある薬剤を使えば跡も残りにくいですが、サイディング自体を痛

     めてしまうことがありまりますので、事前に目立たない箇所で試し洗いをし、問題ないことを確認した上で

     実施してください。

　※金属部材に薬剤が残留すると、変色やサビの原因になりますので、洗浄後はしっかりと水で洗い流して

　　 ください。　

●ローラーやスプレーで、専用のクリーナーを塗布して放置しておくだけで（約2～4週間）、藻やコケの除去

   の効果が現れます。

   ただし、クリーナーによってはカビに対して十分な効果が得られない場合があります。使用にあたっては、

　 専用クリーナーの注意事項に従ってください。

●藻・カビの発生は、周辺の環境によるものです。

　 完全に除去しても、再度菌が付着し発生する可能性があります。

●専用クリーナ－に関する連絡や問い合わせは、下記にお問い合わせください。

専用クリーナー

ワンステップ・スプレー・クリーナー

メーカー／問い合わせ先

アルタン株式会社

〒144-0033
東京都大田区東糀谷3-11-10

TEL：03-3743-5705
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　５）シーリング切れ・剥離の補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

●切れ・剥離しているシーリングを、カッターナイフなどを用いて、完全に除去します。

●新規ニチハシーリングを、標準施工法通り施工します。

　（プライマーの塗りムラ・残し、ニチハシーリングの充填不足、ヘラ押さえの不足などがないよう施工して

　 ください。）

切れ・剥離部分の

シーリング除去
新規ニチハシーリング施工

新規ニチハシーリング

　

　６）藻・カビの除去

●サイディング表面に藻やカビが見られたら、柔らか布やブラシで（やわらかめの歯ブラシ程度）で中性洗剤

　 （水で5～10倍程度に薄めた）を用いて水洗いしてください。

  ※藻やカビを殺す薬剤を用いれば、繁殖を止めることができます。しかし、色素のある藻の多くやカビの場

　　 合、死んでも跡が残ります。漂白作用のある薬剤を使えば跡も残りにくいですが、サイディング自体を痛

     めてしまうことがありまりますので、事前に目立たない箇所で試し洗いをし、問題ないことを確認した上で

     実施してください。

　※金属部材に薬剤が残留すると、変色やサビの原因になりますので、洗浄後はしっかりと水で洗い流して

　　 ください。　

●ローラーやスプレーで、専用のクリーナーを塗布して放置しておくだけで（約2～4週間）、藻やコケの除去

   の効果が現れます。

   ただし、クリーナーによってはカビに対して十分な効果が得られない場合があります。使用にあたっては、

　 専用クリーナーの注意事項に従ってください。

●藻・カビの発生は、周辺の環境によるものです。

　 完全に除去しても、再度菌が付着し発生する可能性があります。

●専用クリーナ－に関する連絡や問い合わせは、下記にお問い合わせください。

専用クリーナー

ワンステップ・スプレー・クリーナー

メーカー／問い合わせ先

アルタン株式会社

〒144-0033
東京都大田区東糀谷3-11-10

TEL：03-3743-5705

　

　７）クラックの補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①Ｖ溝の加工

●カッターナイフなどで斜めにカットしてＶ溝に加工します。

　 Ｖ溝の幅　 ：３～７㎜程度

　 Ｖ溝の深さ ：３～７㎜程度

●カッターナイフなどで斜めにカットしてＶ溝に加工します。

Ｖ溝

3程度

※下地や躯体の動きを考慮したパテ補修を行う場合は、弾性パテを使用してください。

　 （推奨パテ：オートンアドハー３５００　オート化学工業㈱製）

※ニチハ純正パテ（ＦＣ５０００）は、弾性ではありません。　

　※必要に応じてクラック先端に貫通孔をあけます。

　１）ひび割れの先端を見つける。

　２）先端にφ３㎜程度の貫通孔をドリルであける。

②Ｖ溝の清掃

●ナイロンブラシなどでＶ溝のカット面を清掃します。

※必要に応じてマスキングテープで養生してください。

  ③パテの充填

　●Ｖ溝（先端に孔をあけた場合は孔も）に補修用

     パテを隙間なく充填します。

  ※パテがはみ出した場合は除去してください。

  ※シーリングによる補修処理は行わないでください。

　　 シーリングの劣化により白化したり、汚れが

　　 付着して目立つおそれがあります。

④表面仕上げ

●ヘラなどを用いて、表面柄にそって補修成形して

　 ください。

●マスキングテープを貼った場合は、ゆっくりと取り

　 除きます。

  ⑤補修液による補修塗装

　●補修用パテが硬化後、補修液を塗布してください。

　※補修液は、色が均一になるまで十分に攪拌後、

　　 使用します。

補修液
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　８）欠けの補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

  ①欠け部分の清掃

　●ナイロンブラシなどで欠けた部分を清掃します。

　※欠けた破片が残っている場合は、取り除いてください。

  ②パテの充填

　●欠けた部分に補修用パテ（ＦＣ５０００）を隙間なく充填します。

　●ヘラなどを用いて、表面に沿って補修成形します。

　※形状に違和感のない程度の小さい欠けの場合は、パテは必要ありません。

　※パテがはみ出した場合は除去します。

　※シーリングによる補修処理は行わないでください。シーリングの劣化により白化したり、汚れが付着

　　 して目立つおそれがあります。

  ③補修液による補修塗装

　●補修用パテが硬化後、補修液を塗布します。

　※補修液は、色が均一になるまで十分に攪拌後、使用します。

欠けた破片

除去

パテ

補修液
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　８）欠けの補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

  ①欠け部分の清掃

　●ナイロンブラシなどで欠けた部分を清掃します。

　※欠けた破片が残っている場合は、取り除いてください。

  ②パテの充填

　●欠けた部分に補修用パテ（ＦＣ５０００）を隙間なく充填します。

　●ヘラなどを用いて、表面に沿って補修成形します。

　※形状に違和感のない程度の小さい欠けの場合は、パテは必要ありません。

　※パテがはみ出した場合は除去します。

　※シーリングによる補修処理は行わないでください。シーリングの劣化により白化したり、汚れが付着

　　 して目立つおそれがあります。

  ③補修液による補修塗装

　●補修用パテが硬化後、補修液を塗布します。

　※補修液は、色が均一になるまで十分に攪拌後、使用します。

欠けた破片

除去

パテ

補修液

マックス（株）

東　 京：０３－３６６９－８１１８

名古屋：０５２－９１８－８６２１

大　 阪：０６－６４４４－２０７８

福　 岡：０９２－４１１－５４１６
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：０１２０－２２８－３５８

（株）マキタ

東　 京：０３－３８１６－１１４１

名古屋：０５２－４１９－０５６１

大　 阪：０６－６３５１－８７７１

福　 岡：０９２－５８８－１２００
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：０１２０－１７－１１９７

お問い合わせ先（順不同）

施工用工具 仕様メーカー名

釘打機

釘連結機

集じん丸のこ

集じん機

マックス（株）

（株）マキタ

マックス（株）

（株）マキタ

（株）マキタ

（株）マキタ

ＨＮ-６５ＣＳ
釘長さ：３８～５０㎜

釘線径：２．２～２．５㎜

ＡＮ５５２
ＡＮ５１０ＨＳ
ＡＮ５１１HB

釘長さ：３２～５０㎜

釘線径：２．２～２．７５㎜

ＷＨ-２

釘長さ　　

釘線径　　

釘頭部径

ＲＮ５００
釘長さ：３８～５０㎜

釘線径：２．２～３．０㎜

ＫＳ５０００ＦＸ（刃付_125㎜）

   ＫＳ５２００ＦＸＳＰ（刃無_125㎜）

ＫＳ５１６ＤＺ（充電式_125㎜）

ＫＳ５１５ＤＺ（充電式_125㎜）

ＫＳ００１ＧＺ（充電式_125㎜)

ＫＳ００２ＧＺ（充電式_125㎜)

ＫＳ００３ＧＺ（充電式_125㎜)

ＫＳ００４ＧＺ（充電式_125㎜)

刃物外径：１２５㎜

刃物内径：２０㎜

ＶＣ２５３０
ＶＣ１５３０
ＶＣ０８３０

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）４０Ｖ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）４０Ｖ

連動式コンセント付ドライ専用型

ＶＣ２３５０：集じん容量２５Ｌ

ＶＣ１５３０：集じん容量１５Ｌ

ＶＣ０８３０：集じん容量　８Ｌ

ＶＣ００２ＧＺ（充電式）　８Ｌ

ＶＣ００４ＧＺ（充電式）１５Ｌ

機種品番

!

　 ※機種によって適応サイズが異なるため

　 　 カタログなどでご確認ください。　　　　　

：３８～５２㎜
：２．２～２．５㎜
：５．０～５．５㎜

（高圧機）

１８Ｖ

　１）　モエンの施工用工具例

（高圧機）

（常圧機）

７－６　モエンの施工用工具例

４０Ｖ

４０Ｖ

１８Ｖ

４０Ｖ

４０Ｖ


